(様式４)
平成２７年１１月１９日

  平成２７年度　第２回　大阪市立北津守小学校　学校協議会 実施報告書
　　　
校園名　大阪市立北津守小学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  校園長名　　中谷　和博　　
	日 時
	平成２７年１１月１６日（月）　１９時００分より２０時００分まで

	場 所
	大阪市立北津守小学校　会議室

	出
席
者
	委員
など
	○○○○（本委員会　委員長　元ＰＴＡ会長　現　北津守連合振興町会長）
○○○○（委員　現ＰＴＡ会長）　　○○○○（委員　現ＰＴＡ副会長）
○○○○（委員　元ＰＴＡ会長　はぐくみネット等　事務局長）
○○○○（鶴見橋中学校校長）

	
	校園
	[bookmark: _GoBack]中谷和博（校長）　夛田晴彦（教頭）　○○○○（教務主任）○○○○（同和主担）

	
	区役所
	西成区役所　川村福祉担当課長

	議題
	⑴　平成２７年度　運営に関する計画（案）について（討議事項）
⑵　平成２７年度全国学力・学習状況調査の結果について
⑶　校長経営戦略予算の執行状況について（資料なし）
⑷　その他（質疑応答）

	協議
要旨
	協議の結果
	意見の概要

	
	⑴
	○年度目標のうち、【視点　学力の向上】については、３学期に行う「しんだん」の結果によって達成度を測るため、中間評価では評価しない。

○「しんだん」については、一人一人の「しんだん」の正答率の変容を学校でデータ化する。また、過去の通過表等を見ながら、経年的な分析に努める。
○語彙力を増やすためにも、学校図書館を活用し、読書の習慣を形成する。




○読書カードは現在活用し始めている。









○校内独自の調査の結果も活用している。その中で、児童の「早寝」があまりできていないと考えた。

○ＰＴＡ実行委員会の中で、黄帽子について早急に検討する。
	



○前回も言った通り、児童数が少ないので、平均点だけでなく、各児童の３年間の変容を見てみることも必要ではないか。

○現在の図書館の活用頻度
　校長経営戦略予算で、備品を整備した。また図書館補助員さんの助けもあって、昼休みの開放を次第に行えるようになってきている。
○読書カードについて
　本を読むきっかけにするために活用してはどうか？

○Ｑ－Ｕとは何か（質問）
　→　学級がどのような集団を形成しておりその中で、一人一人がどのように位置づいているかを調べる調査

○配布された全国学力・学習状況調査の結果からだと、「早寝」ができているようにも思える。

○黄帽子については、どうするのか。

	
	⑵
	○平成２７年度全国学力・学習状況調査の結果について校長より説明する。
	○引き続き取組んでほしい。

	
	⑶
	○校長経営戦略予算の執行状況について校長より説明
　・学校図書館の充実
　・プロジェクターの購入
　・クールダウンコーナーの設置
	○取組を継続させるとともに、十分に活用していってほしい。

	
	⑷
	○その他
・創立９０周年記念式典の概略を説明する。
	○全校児童が参加する点に注目している。発表に期待している。

	協議
資料
	· 運営に関する計画(中間評価)　○平成２７年度全国学力・学習状況調査の結果

	備考
	傍聴者[  ０  ]名　　　　

	
	





